
 

 

 

 

 

 

 

ハンドサッカー大会が開催されました！ 
２月１６日（土）に駒沢体育館でハンドサッカ

ー大会が開催されました。ハンドサッカーは、東
京都の肢体不自由特別支援学校から生まれた競
技です。このハンドサッカー大会は本校の母体校
である江戸川養護学校と、府中養護学校の２校の

交流試合から始まり、今年で３０年を迎える大会
です。ハンドサッカーの特長は、フィールドでシ
ュートを競い合うだけでなく、自力での移動が難
しい重度の障害のある生徒も、それぞれの力を生
かして、ボールをシュートさせ得点を競い合える
ようにしていることです。詳しい説明は「ハンド
サッカー」で検索してみてください。 
鹿本学園は水元小合学園との合同チームで高

等部の生徒中心に参加しました。２回の試合で勝
ちを得ることはできませんでしたが、参加した全
員がポイントゲッター・スペシャルシューターと

しても活躍でき、フィールドで競技する選手も最
後まで諦めずにゴールをねらい、素晴らしい盛り
上がりでした。障害者スポーツの更なる進展のた
め今後も積極的に参加していきます。 

 
縄跳び教室が開催されました！ 
 ２月１８日(月)はＮ部門小学部の児童が縄跳

び教室に参加しました。自分で縄跳びができるこ
とを目指して、縄跳びにつながる動きや動作を楽
しく学習しました。体育の授業だけでなく、東京
２０２０オリンピック・パラリンピックに向けて

のスポーツ教育推進事業等を通して、生涯にわた
って運動やスポーツに親しむ基礎を作っていき
ます。 
 
第１５回関東ボッチャ選手権大会で優勝！ 
 ２月１６日(土)、１７日(日)に埼玉県川越市で
開催された第１５回関東ボッチャ選手権大会で
は、Ｓ高１年の生徒が個人戦で優勝を果たしまし
た。月曜日には金メダルを持って校長に報告して
くれました。 
 このＳ高１年の生徒は、前回日本選手権の際に

負けた相手とも対戦し、リベンジを果たしました。
６月の日本選手権予選に向けて早くも闘志を燃
やしています。鹿本学園のみんなで応援していま 

 
 

 
 
 
 
 

す！これからも頑張ってください！ 

全国公開研の御協力ありがとうございました！ 
 ２月７日(木)の全国公開研究会では全国各地
から９７名の参加者を集めて、鹿本学園の１年間
の実践研究の成果を発表しました。今年の研究テ
ーマは「地域・社会で主体的に生きる力を育む指

導」～共生社会の実現を目指して～でした。大き
な目標向けて着実な実践を積み重ねている鹿本
学園の取組は全国からも大いに注目されていま
す。研究・発表をした教職員の努力は、全て児童・
生徒の主体的に生きる力を育むことにつながっ
ています。今後も鹿本学園は学び続け、発信し続
ける学校を目指してまいりますので、御支援、御
協力のほどよろしくお願いいたします！ 
 
愛国学園衛生看護専攻科の生徒さんの実習から 
 １月３１日・２月１日と２月５日・６日の２期

に分けて、愛国学園高等学校衛生看護専攻科３７
名の生徒が、Ｎ部門小学部の教室に入って実習を
行いました。最初に教務主任と校長が児童とのコ
ミュニケーションのコツを伝授してから各学級
に入っていきました。実習生の感想から学んだ内
容の一部を御覧ください。 
 『接するときは目を合わせてから関わることが

大切で、表情、姿勢、言葉、距離、タイミングの
違いで伝わり方は変わってしまうと分かりまし
た。』『言語的なコミュニケーションが難しいた
め、非言語的なコミュニケーションがどれほど大

切かを学ぶことができました。』『ダメ！と注意
する前にその行動を起こすことを予防してあげ
ることが大切と分かりました。』『ネガティブな
言葉をポジティブな言葉に変えることで自尊心
が芽生えると知り、自分もポジティブな言葉掛け
ができるようにしたいと思いました。』『言葉だ
けで伝えるのではなく文字や絵カードなどで確
認できることを知りました。』『笑顔で接するこ
とを心掛けていると児童たちも徐々に心を開い
てくれました。当たり前のことをしっかり行う、
相手のことを思いやるなど児童たちから学ぶこ
とが多くありました。』 

 この経験を看護の仕事に生かしてください！ 
     

鹿本学園校長 庄司 伸哉 
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 平成３１年２月７日に全国公開研究会を実施いたしました。昨年度から2年間取り組んできた「持

続可能な社会づくりに向けた教育推進校」としての研究の成果を、「地域・社会で主体的に生きる力を

育む指導」～共生社会の実現を目指して～のテーマのもと発表いたしました。 

 各分科会の発表テーマは、以下のとおりです。 

○Ⅰ分科会テーマ（Ｓ部門知的代替・自立活動を主とする教育課程）  

「一人一人が学び輝く個別学習の指導」 

～全校で取り組む授業改善を通して～ 

○Ⅱ分科会テーマ（Ｓ部門準ずる教育課程）  

       「地域の中で主体的に生きる力を育む」 

～小・中・高の連携とカリキュラム・マネジメント～ 

○Ⅲ分科会テーマ（Ｎ部門小学部） 

「社会と関わるためのコミュニケーションスキルを育む授業」 

～友達や教員との対話的な学びを通して～ 

○Ⅳ分科会テーマ（Ｎ部門中学部） 

       「社会の中で生きるためのソーシャルスキルを育む授業」 

～中学部の私たちにできること～ 

 

全国から９７名の参加者がありました。開催に際し、保護者の皆様に様々な面で御協力いただきま

したことに御礼を申し上げます。 

研究育成部 全国公開研究会担当 赤津 公子 

  


